
今
年
の
梨
は
甘
さ
も
十
分

梨
狩
り

に
で
か
け

て
み

ま
せ
ん

か

秋
の
味
覚
、
梨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

市
内
五
つ
の
地
区
に
あ
る
観
光
梨
園
が
８

月
2
0日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
年
も
み
ず
み
ず

し
い
梨
が
枝
も
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
梨
の
も
ぎ
と
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

茴
商
工
観
光
課
観
光
係
登
3
6
6
・
7
3
2
7

番

梨の品種と価格

品
種

幸
水 多

摩

豊
水

菊
水

二十
世紀 新

星
新

高

新
興

時
期

8月中旬
8月下旬から

9月中旬
９月下旬から

10月上中旬

｜ 550円程度(もぎとりの場合は肛)円程度になります)

金 ケ作

自然公

おいしそうなのみーつけた！

開
園
に
先
だ
っ
て
梨
の
甘
さ
の
基
準

と
な
る
糖
度
を
測
定
し
た
と
こ

ろ
、
今

年
の
梨
は
平
均
で
十
三
度
、
最
高
十
五

度
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
例
年
の
十
二
～
十
三
度
と
比
べ

る
と
上
出
来
で
、
今
年
の
梨
は
甘
さ
も

十
分
と
言
え
そ
う
で
す
。

梨
園
農
家
で
は
「
味
は
松
戸
の
梨
が

一
番
で
す
」
と
皆
さ
ん
の
ご
来
園
を
待

っ
て
い
ま
す
。

(時 期は気象条件 により多少前後 することがあり ます)

松
戸
生
ま
れ
の
二
十
世
紀
梨
が
な
か
っ
た
ら
、

幸
水
・
豊
水
は
誕
生
し
な
か
っ
た
？

東
葛
地
域
で
梨

の
栽
培

が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら
二

百

年
く
ら

い
前

（
江

戸
時
代
）
で
、
現
在
の
市
川
市
八
幡

か
ら
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
立
博
物
館
所
蔵

の
江
戸
名
所
図
会
（
下
図
）
に
梨
園
で
働
く
人
の
様
子
が

描
か
れ
て
お
り
、
紀
行
文
「
遊
歴
雑
記
」
に
は
、
松
戸
・

小
金
間
の
水
戸
街
道
沿
い
に
、
梨
の
木

が
た
く
さ
ん
植
え

ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
入
り
、
現

在
の
松
戸
市
大
橋
で
二
十

世
紀
梨
、
現
在

の
川
崎
市

で
長
十
郎
が
誕
生
し
、
大

正

時
代
以
降
に
こ
の
二
大

品
種
が
全
国
に
普
及
し
て

い
き
ま
し
た
。

二
十
世
紀
梨
な
ど
の
青

梨
（
果
皮
の
青
っ
ぽ
い
梨
）

は
、
甘
く
み
ず
み
ず
し
く

て

味
は
良

い
の
で

す

が
、

長

十

郎

梨

な

ど

の

赤
梨

（
赤
っ
ぽ
い
梨
）
に
比
べ
て
、
果
皮
が
傷
つ
き
や
す
く
病
気

に
も
な
り
や
す
い
性
質

が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
両
方
の
良
い
と
こ
ろ
を
兼
ね
備
え
た
梨
に

改
良
さ
れ
、
最
近
人
気
の
あ
る
幸
水
、
豊
水
（
表
１
）
は
二

十
世
紀
梨
を
基
に
品
種
改
良
さ
れ
た
、
い
わ
ば
二
十
世
紀

梨
の
子
孫
た
ち
で
す

（
図
１
）
。

口 の付いている梨は二十世

紀梨からの育成品種

市 内 梨 の品 種 別 収 穫量

平成7年産青果物生産出荷統計(千葉県)から

梨 下駄をはい て梨も ぎ。絵の添 書には 、

旧暦の2 月（今の3 月ごろ）真間（市川市）

から 八幡へ行＜道 に梨 園があり 、「梨 の

花盛りには、白雪のようだ」と書かれて

い ます。

は青梨系

は赤梨系

串崎地区

六実地区

五香・金ケ作地区

一 一 一 一一一　 一一一

高 塚 地 区

松戸地区



新
し

く
完
成
し
た
小
金
わ
か
ば
苑
。
隣
に
は

身
体
障
害
者
の
通
所
施
設
第
二
い
ぶ

き
の
広

場
が
あ
り
ま
す

ノーマライゼーション（障害者など社会的に弱い立場の人たち

も、地域のなかで一緒に生活できる社会を築こうという考え方）

が今求められています。特に地域の皆さんが施

設に通う人たちを理解して、触れ合いをもって

くださることを望んでいます。例えば道で会った

ときに、通所者に気軽に声をかけていただくこ

とから交流が始まると思います。

通所者も道路や公園などの清掃や、道端に花の

種をまくなど、地域のためにできることをして

いきます。
小金わかば苑主任

町 田信 行５ん

元気に泳げ！

新
松
戸
「
関
の
橋
」
か
ら

撮
影
（
写
真
提
供
　
西

馬
橋
・
秋
山
博
靖
さ
ん
）

浄化を願って、毎年5 月には鯉のぼ

りが掲げられている坂川に 近ごろ本

物の鯉が見られるようになりました。

それも体長フＯ～80cm もの大きなもの

で、多いときには200 匹近くが群れを

なして泳いでいるとか。

水がきれいになって、ますます元気

に泳いでくれるといいですね。

教育 委員会会議を開催

8月28日困午後2時30分から　会場京葉

ガスＦ松戸ビル5階会議室 議案｢松戸市

立博物館協議会委員の委嘱｣ ほか

[固教育委員会企画調整室S366-7455 番

労災職業病なんでも相談会

８月30日出午後1時～4時　会場船橋中

央公民館　内容弁護士･社会保険労務士･

医療ケースワーカーほかによる相談　費

用無料

[唄当日会場で

[圈千葉中央法律事務所Q043 ―225―4567

番

平 成10 年 度 県 立 野 田 看 護 専 門 学 校

学 生 募 集( 推 薦 入 学 試 験)

第一 看護学 科 、第 二看護 学科 ともに受

付 期間10 月20日(月)～24 日窗　 試験日11 月

22 日倒　 募 集人 員 入学定 員(40 人) の20

～30 ％

※詳 細はお問 い合 わせくだ さい 。

[固野田 看護専門 学校S0471 －21 -0222 番

小金わかば苑がオープン

知的障害を持つ人たちの通所施設、｢小金わ

かば苑｣が東平賀にオープンしました。養護学

校卒業後の人たちの活動を支援する施設で、

現在23 人が社会での自立をめざして活動して

います。

通所者たちの活動は、グループに別れての

縫製や陶芸、染色、園芸、事業者からの下請

け作業などで、きれいに刺しゅうされた敷物

やあい染めのハンカチ、手作り陶器、鉢植え

などは今後バザーで販売される予定です。

小金わかば苑ではこれから先、地域の人だ

ちとの交流も積極的にしていきたいとのこと。

また、苑内でボランティア活動をしてくれ

る人も募集しています。

匝小金わかば苑登330 一551  1番

オ

ー
ナ

ー
の
後

藤
守

男

さ

ん
が
収

集

し

た

、
日

本

の
若
手

作

家

の
作

品

を
中
心
に

展
示
し
て

い
ま
す

。

年
二

回
、
企

画
展

と
し

て
個
展

を

開
催

。
通
常

は
コ
レ

ク

シ
ョ
ン

の
中

か
ら
展
示

替
え

を
し

な

が
ら
公

開

し

て

い
ま

す

（
８

月
3
1日

ま

で
、
横

尾

忠
則

「
そ

の
後
の
天

の
岩
一
戸
」
な

ど

公

開
中

）
。

松

戸
市

新

松
戸
七

の
二

一

昔
3
4
4
・
8
1
0
0

番

開
館
時
間

午
前
1
1時
3
0分
～
午
後
５

時休
館
日
・
月
曜
日
・
夏
期
（
８

月
2
0日

ま
で
）
・
年
末
年
始

入
館
料
　

無
料

海 上 保 安 大 学 校 ・ 学 校 学 生 募 集

①大学校…試験日第1次(学科･教養)=11

月1 日出 ・２日(日)、第2 次( 作文･ 人物・身

体・ 体力) ＝10 年 １ 月７日収　 受 験資格

昭和52 年4 月２日以 降に生 ま れた人( 高 校

卒業程 度)　 採 用予定人 数約50 人　受付

期間8 月28 日収 ～9 月９日㈹( 当 日 消印有

効)

② 学 校 …試 験日 第1 次( 教 養・学 科 ・作

文) ＝9 月28 日日 、第2 次( 人物･ 身体･ 体

力) ＝10 月23 日休)・24 日窗　 受 験資格昭

和49 年4 月２日以降 に生 まれた人( 高校卒

業 程度)　 採用 予定人 数船 舶運行 シ ステ

ム約85 人･ 情報 システ ム約50 人 ・海洋科

学約15 人　受 付期 間8 月18 日㈲～9 月１日

(月)(当 日消印有 効)　 試験地( 共 通) 全国

の34 都市(2 次 は12 都市) から選択

※申込書の提出は

できるだけ郵送

で

[固海上保安庁千葉

ロランセンター昔

043-248-9731 番

現
代
美
術
を
収
集

∴
貭
示

※身近な情報をお寄せください。

清流復活を願う、灯篭
踊り

坂川、新坂川の清

流復活と地域の活性

を願って、祭りとコ

スモス花の市を開催

します。

灯篭まつりは、踊

り手の行列が川にな

り、頭に灯篭を乗せ

て踊るというユニー

クなもの。ほかにも

たくさんのイベント

があります。

日時8 月30 日出･31 日(日)午前9 時～午後9 時

会場JR 馬橋駅西ロメインストリート

主なイベントコスモス花の市･ブラスバンド行

進・カラオケ大会・町会対抗すいか割り大会・

万灯みこし・和太鼓の競演など

圖邸11清流灯篭まつり実行委員会･高橋ｔ343 －

8808 番

会
員
募
集

新

舞
踊

民

舞

講

習

会

８
月
1
7日
襾
午
後
２
時
～
５
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

舞
踊
練
習
（
初
心
者
歓
迎
）
　
持
ち

物
（

ン
カ
チ
一
枚

春
田
畧
五

百
円

筥
邦
舞
の
会

・
藤
間
登
犯
・
2
1
7

1
番 催

し
物

松 戸 矢 切 高 校 開 放 講 座｢ 在 宅 介 護

入 門 講 座｣

9 月20 日・27日 、10月18 日 、11月1 日・

29 日の各土曜 日( 全5 回)、午後1 時30 分～

4時30 分　 会場松 戸矢 切高 校　定 員30 人

(抽 選、全 回参加 で きる人) 内 容在宅 介

護 の基礎的 な理 論と技術 の学 習　費 用調

理 実費1,000 円 程度

[唄9 月11 日困〔必着〕までに 、往復 ハガ キ

に住所･ 氏名･ 年齢･ 性別・電話番号･ 志

望動 機･ 返 信用 あて名 を記入 して、〒271

松戸 市中矢切54 県立松戸矢切 高校開放 講

座係(S368-4741 番) へ

親 と 子 の 裁 判 ウ オ ッ チ ン グ

8月28 日㈲ ①午前9 時 ②午 後O 時30 分司

法書士 山田 事務所 （松戸駅 東口徒 歩5 分）

集合　 会場 千葉地方 裁判 所松戸 支部　内

容 弁 護士 の解 説 後 に 実 際 の 裁判 を傍聴

定員 各先着30 人　費用 無料

［唄電 話で裁 判ウ オッチ ング実行 委員会 ・

山田0364 ―6111 番 （司 法書 士山 田事務

所内 ）へ

後

藤

美

術

館

松

戸

登

校

拒

否

を

考

え

る

会

毎

週
火

・
木

・
土
曜

日
正

午

～
午

後
６

時

（
第

三
木

曜
日

は

午
後

１

時

～
４

時

）
　

会
場

ス

ペ

ー
ス
占
Ｊ
（
新

松
戸

）
　
内
容
不

登
校
関
連

の
学
習

・

情

報
交

換
　

費
用

年
三

千
円

（
入
会

金

一
万

円

）

醫
松

村

昔
謌
・
7
9
8
2

番

（
火

・

木

・
土
曜
日

の
午

後
）

新

松

戸

ス

テ

ッ

プ

の

会

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週
日

曜
日
午

前

Ｈ
時
～

午
後
２

時

会
場
新

松
戸
市

民

セ
ン

タ
ー

杤
用

一
回
五
百

円

（
飲

み
物
付

き
、

入
会

金
な
し

）

豐

山
田

容
3
4
5
・
3
9
8
2

番

（
夜
間

の
み

）

新

松

戸

ミ

ラ

ク

ル

ズ

（
イ

ン

デ

ィ

ア

カ

）

毎

週
金

曜
日
午

後
７

時
～

９
時

会
場

新
松
戸

南
小

学
校

体
育
館
　

費

用
丹

五
百
円

（
入

会
金

な
し
）

鵞

森
谷

昔
匐

・
0
9
5
4

番

イ ン デ ィ ア カ 教 室

9月3日～10 月1日の毎週水曜日(全5 回)、

午 後7 時～9 時　会場 八ヶ崎小 学校 体育館

定 員先着30 人　費用 無料

匣 直 接 また は電話 で スポ ーツ課 登363-

9241 番へ

身 体 障 害 者 の た め の 無 料 運 転 教 習

対象身 体障害 者の人 で、就 職の ため自

動 車運転 免許 を取得 する人　 期間三 ヵ 月

間( 入所 日 は1・4 ・7 ・10 月の 月始 め)

費 用教習料＝無料、身体障害者専用宿舎＝

有 料

[固身体障 害者運転 能力開発 訓練 センタ ー

(埼 玉県新 座市堀 ノ内2 の1 の46) 公048 －

481  -2711 番M048 ―481 6578 番( 月曜

休 館)

平成9 年4 月から 、特 例を 除＜ すべ

ての事業 所で週40 時間労 働制が スタ

ートし まし た。

月 千葉労 働基準局 登O∠KB－221 －貂11

番 、柏労 働基準 監督署登04「ｱ1-63-

0245 番

小金・馬橋・

新松戸支所版

坂川の

鯉

坂
川
清
流
灯
篭
ま
つ
り



松

戸

村

立

雑
学

大

学

８
月
1
7日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会
場
門
前
町
会
集
会
場
（
八
柱
）

内
容
漢
方
と
健
康
　
講
師
遼
寧
中
医

研
究
院
助
教
授
・
韓
晶
岩
氏
　
春
用

無
料

奈
毎
月
第
三
日
曜
日
に
実
施
。
次
回

は
国
際
交
流
を
予
定
。

圃
金

本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
昔

3
8
6
・
Ｏ
り乙
０乙
１
番

催
し
物

イ
ン

デ
ィ

ア

カ

ー
ソ

フ

ト

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

教

室

８
月
2
1日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
体
育
館

蓉
吊
熹

料

圃
当
日
会
場
で

嚮
体
育
指
導
委
員

よ
（
戸

登
沺
・
8

4
1
5
番

軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

８

月

財一
日

㈲
午

前
９

時
～

午
後
１

時

会
場
小

金
原

体
育

館

種
皀

ソ

フ
ト

バ
レ

ー

ボ
ー
ル

ー
イ

ン

デ
ィ

ア

カ

ー
ラ

ー
ジ

ボ
ー
ル
卓

球

巷
乕

保

険
料

百
円

軍
当

日
会

場
で

群

体
育
指

導
委

員

・
市

村

昔
匐

・
6

1
9
0

番

（
夜

間
の

み
）

ク

ラ
シ

ッ

ク
バ

レ

エ

オ

ー
ロ

ラ

毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
１
時
～
６

時

命
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
眥

啣
月

三
千
円

（
入
会
金
三
千
円
）

舞
志

賀

音
匐
・
6
3
8
1

番

さ

く

ら
会
（
健

康

体

操

）

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
９
時
2
0分

～
Ｈ
時

会

場
常
盤
平
体
育
館

対

象
女
性
　
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
千
五
百
円
）

肩
松

本

音
茹
・
5
4
9
0

番

庭園特別公開「戸定邸を写そう」

①8月21日困･22 日廊②26 日㈹・27 日

圉、各午前9時30 分～午後4時30 分　会

場戸定邸庭園　内容ふだん非公開の戸定

邸の庭園を特別に公開（写真撮影･写生も

可。三脚・イーゼルは不可。ハイヒール

もご遠慮ください） 定員各日先着20人

費用無料

奈各回とも初日の午前10時から、戸定邸

の説明会も行います。

圉電話で戸定歴史館0362-2050 番へ

シ ョ ー ト テ ニ ス 教 室

9 月13 日～12 月13 日の毎 月第2 ・4 土曜

日( 全7 回) ①午 前9 時～10 時15 分② 午前

10 時15 分～11 時30 分 会場 栗ケ沢小 学校

体 育館　 対 象4 ～10 歳 まで の人　 定 員各

40人　 費用各3,500 円

挧8 月31 日(日)〔必着〕で、往復 ハガ キに住

所･ 氏名･ 年令･ 学 年・希望 時間 を記入 し

て、〒270 松戸 市小金 原2 の20 の24 千 葉県

テニス協会 ジュ ニア委員会･ 飯島徳子( 容

344-3232 番) へ

地域で心の教育を

子育て井戸端会議

思いやりがあり、感動する心を持つ人間性豊かな子ども

を地域ぐるみで育てようと、六実地区では保護者や学校関

係者などが集まり、｢子育て井戸端会議｣を開いています。

子どもをめぐる悲しい事件が多発している昨今、井戸端

会議では小・中・高校や家庭、地域の人たちが連携して、

子どもたちが夢を育み、健やかに育つ環境をつくるために

話し合いを重ねています。

夏休みには小・中学生が一緒に星の観察をしたり、化石

を掘りに出かける催しを企画。今後は地域の人たち皆が参

加できる講演会や芸術鑑賞会を開くなど、交流を深めてい

く予定です。

代表の六実中学校・谷山

開道校長は､｢家庭はもちろ

ん、地域全体で温かい人間

関係をつくり、心の教育を

していきたい。学校も窓を

広げて、地域社会との連携

をとっていくことが大切｣

と話していました。

「

こ
こ

ま
で

温
度
が
上

が

る
と
自

動
的
に
火

が
消
え
ま
す
」
天

ぷ
ら

火
災
防
止
の
実
演
か
ら

フ月６日、約50 人が参加して泉ケ丘自治会の防災

訓練が行われました。

当日は気温が35 度を超える猛暑でしたが、防災ビ

デオの鑑賞や放水ポンプの使い方などの訓練に 皆

さんは熱心に取り組んでいました。

泉
ヶ
丘
自
治
会
で
防
災
訓
練

六実７丁目町会の皆さんが防災訓練

六実フ丁目町会の皆さんが6月30 日、防災訓練を行いま

した。人形を使っての心肺蘇生法は手順を覚えるのがなか

なか困難。参加した人たちは「いざというときに役立てら

れるよう、要所要所をきっちり覚えて帰りたい」と張り切

っていました。会長の会田三男さんは、「人命救助は人と

しての原点だと思います」と話してくれました。

初

期

の
応

急

手

当

は
と

て

も

大
切

で
す

※身近な情報をお寄せください。

地
域
の
皆

さ
ん
が
主
体
と
な

る
福
祉
活
動

の
拠
点
、
地
区

社

会
福
祉
協
議
会

が
小
金
原
支
所

内
に
で
き
ま
し
た
。

現
在
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
地
域

の
福
祉
活
動

が
よ

り
活
発
に
な
る
よ
う
、
基
盤

づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
市
内
各
地
域
に
社
会
福

祉
協
議
会
を
つ
く
り
、
触

れ
合

会

登
3
6
8
・
0
5
0
3

番

小
金
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

昔
3
4
8
・
７
１
１
ｒａ
番

千葉県大卒等就職促進合同面接会

8月26日(火)午前10時～午後3時( 受け付

けは2時まで) 会場幕張メッセイベント

ホール　対象大学・短大・高専・専修学

校を来年3月卒業する県内在住の学生およ

び本年3月卒業者　内容来春大学等卒業者

の就職促進を目的とした合同面接会

※当日は履歴書を複数お持ちください。

[固千葉県職業安定課登043-223-2765 番

い
の
あ
る
ま

ち

づ
く
り

を

進
め
て
い
き

ま
す
。

類
松
戸
市
社

会
福
祉
協
議

入 国 警 備 官 募 集

試 験日第1 次( 教養 ・作文) ＝9 月28 日

日 、第2 次( 人物 ・身体 ・体力) ＝9 月29

日(月) 試 験地全 国の10 都 市 から選択　受

験資 格 昭和49 年4 月２日～55 年4 月１日生

ま れの人( 高校卒 業程度) 採用予 定人数

約50 人　受付 期間 ８月18 日(月卜9 月1日(月)

(当 日消 印有効)　 受付 時間 午前9 時～午

後5 時( 二L・日曜日 を除く)

[固法務 省東京 入国管理局 職員課(〒100 千

代田区 大手町1 の3 の1) Q03 ―3286-5242

番

地
域
の
福
祉
活
動
を
応
援
し
ま
す

小
金
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

愛の献血

8月18日㈲午前10時～11時45分と午後

1時～4時　会場松戸市役所

摺健康課S366-7487 番

リ サ イ ク ル 品 の 展 示 と 配 布 会

ミニ リサ イクルプ ラザ では、家庭 か ら

出さ れる粗大ご みや資 源ご みの申 から ま

だ使用 できる ものを修 理 して提供 してい

ます（申 し込 み多 数の品 物 は抽 選）。

毎 月第4 日曜 日（今月 は24 日）午前9 時

～午 後2 時　抽 選会午後2 時 から

※不用に なっ た品物 （家電製品･ 家具･ 自

転車･ 本 な ど）が あ れば電 話 でご 連絡

く ださい。ご自宅 まで取り に伺い ま す。

頂ミ ニリ サイクルプ ラザ登368-5371 番

会

員

募

集

小

金

原

煎

茶

サ

ー

ク

ル

（
東

阿

部

流

）

毎

月
三
回

水
曜
日

①

午
前
1
0
時
～

正

午

芸
午
後
１

時
～
３

時

会
場
小

金

原
市
民

セ
ン

タ

ー
　

杤
乕

各
拜
四

千
円

（
入

会
金
三

千
円

）

嚮
加

藤

昔
學
0
2
9
2

番

と

き

わ

ク

ラ

ブ

（

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

）毎

週
土

曜
日
午

前

Ｈ
時

か
ら

（
二

～
四

時
問

）
　

会

場
常

盤
平
体

育

館

対

象
経
験
者

の
男

性
、

五
人
程

度

眥

啣

抃
千

一
百
円

（
入
会
全

一
千
円

）

圃
西

原

登
旃

・
1
0
2
5

番

刑 務 官 募 集

試験日第1次＝10月5日(日)(教養･作文) ・

第2 次＝10 月５日(日)(身体 測定 、身 体・体

力検査) と６日(月)(面接) 受 験資 格昭和

43 年4 月２日 ～55 年4 月１日 生 ま れ の人

受 付期間8 月18 日(月卜9 月1 日(月)

※詳細 はお問い 合 わせくだ さい。

[問千葉刑務所庶務 課.0043 ―231 －1 191 番

赤 十 字 介 護 教 室

9月９日(火)～12 日廊 、午前10 時～ 午後4

時　 会場 成田赤十 字病 院　定員 先着20 人

(全 日程 に欠席・遅 刻・早 退なく 参加で き

る人) 内容家庭での病人の介護の仕方･

病 気の予 防法 など　費用 教材費500 円

※10 人に満 た ない 場合 は中 止 する こ とが

あり ます。

[哨ハガ キに｢ 家 庭看護9 月９日～12 日｣ ・

住 所・氏 名・生 年月 日・電話 番号･ 勤務先

(学 校名 ・会社名) を記 入して 、〒286 成

田 市飯田 町90 の １成 田赤十 字病院医療 会

事 業部( 登0476-22-2311 番) へ

常盤平・小金原・

六実支所版



坂
川

の
清

流
復
活

を
願

っ
て
、
手

作

り

の
灯

籠

を
流
し

ま
す

。
夏

の
夕

べ
の
ひ

と
と

き
を

ご
家
族

で
お
楽
し

み

く
だ

さ

い
。

日

時
・：
８

月
2
3日

出
午

後
７
時

か
ら

会
場

…
栄
町

四
丁

目
地
先

か
ら

坂
川

竹

乃
橋

周
辺

鬪

坂
川
に

清
流

を
取

り
戻

す
会

・
秋

山

昔
3
6
2
・
9
3
3
7

番

※身近な情報をお寄せください。
願いを込めてそっと流し ます

ひ

と
り

ぼ

っ
ち

に
な
ら
な

い
た

め
の
話
し
合

い

…
活
動
を
続
け
て
十
五
年

「
松

戸
市

の
福
祉

を
考
え

る
会
」

の
会
員

は
、
男

性

一
人
と
女

性
四

十

四

人

。

気軽にお立ち寄りく ださい

松

戸
駅

西
口

か
ら
歩

い
て
五
分

ほ

ど

の
本
町
（
三

和
銀

行
裏

）
に

、
高
齢

者

の
た

め
の
話

し
合

い
の
場

「
い
ど

ば
た
」

を
開
放

し
て

い
ま

す
。

会

長

の
斉
藤

芙
士
恵

さ

ん
は

、「
戦

前

の
教
育

を
受

け
た
世

代

と
今

の
教

育

を
受

け
た
世

代
と

は

い
ろ

い
ろ
な

ギ
ャ

ッ
プ

が
あ

る
も

の
で

す

。
一
人

で

お
悩

み
の
方

は
、

気
軽

に
お

立
ち

寄

り
く

だ
さ

い
」
と
穏

や
か
な

表
情

で
話

し

て
く

れ
ま
し

た

。

日

時
…
毎
週

火

・
木

・
土
曜

日
午

後

１

時
～
４

時

（
８
月

は
夏

休
み

）

筒
松

戸
市

の
福

祉

を
考
え

る
会

・
斉

藤

昔
3
6
6
・
8
5
0
9

番

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
囲
碁
棋
士
」
が

お
相
手
に
伺
い
ま
す

前
回
よ
り
も
腕
が
上
が
り
ま
し
た
ね

障害者施設や老人ホームを訪れ、囲碁の相手をする日本

福祉囲碁協会(昭和55年創立、会員約150人)のボランティア

棋士が、市内の南花園と緑風園で活動しています。

会の山本さんと稲垣さんは｢ しばらく実戦から離れてい

た人も、次第に勘が戻ると手強いですね。施設に隕らず、

外出が困難な場合にはご自宅にもお伺いしたい｣ と意欲的

です。

また、訪問先だけでなくボランティア棋士の仲間も募集

しています。

圓]日本福祉囲碁協会･ 山本登IB346 ―7632番

青
空
に
飛
ん
だ
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

「
矢
切

を

広
く
知

っ
て

も
ら
え

る

楽

し

い
行

事

を

し

た

い
」
と

大
学

生

の
グ
ル

ー

プ
「
お

お
ぞ
ら

を
と

ぽ
う

の
会
」（
代

表
・
内

藤
瞬

さ
ん

）
は
、
７

月
2
7
日

、
江

戸
川
河

川
敷

の
矢

切

グ

ラ

ウ

ン
ド
で

、

ペ
ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ

ッ
ト
飛
行

大
会

を
行

い
ま

し
た

。

小

学

生
の

親
子
三

十
五

組

が
、
自

親子で力を合わせて、空気を入れて発射

作

の
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ

ッ
ト

で
参

加

。
強

い
向

か

い
風

に

も
負

け

ず

、

こ
の
日
の
最
高
記
録
は
六
十
一
丁
四

封

。
記
録

が
発
表

さ
れ

る
と

、
歓
声

が
上

が
り
ま

し
た

。

内

藤
さ

ん
は
、「
ロ

ケ
ッ
ト
作

り
に

ア
ル

バ
イ

ト
先

の
学
習

塾
を

開
放
し

て
も
ら
っ
た
り
、会

場
の
テ
ン

ト
や
机

を
地
元

の
建

設
会

社

や
銀
行

か
ら
借

り

た
り

と

、
地
域

の
協
力

が
あ

り
ま

し
た

。

は
つ
ら

つ
と
し

た
小

学
生

の

顔
を

見
て

、
ぜ
ひ
二
回

目
も

計
画
し

、

よ
詐（
多
く

の
人

に
参
加

し
て

も
ら

い

た

い
）
と
語

っ
て

い
ま
し

た

。

鬩

お

お
ぞ
ら

を
と

ぽ
う

の
会
（
荒
井

塾
内

）
昔
3
6
2・
7
4
3
3

番

うまく出来るかな

６

月
に
種

を
ま
い
た

江

戸
川

河

川

敷
（
三
郷
有

料
橋
下
）
の
コ

ス
モ

ス
が

咲
き
始

め
ま
し

た
。
今

年
の

見
ご
ろ
は
、
少
し
早
め
　
″
‘
　
｀

に

な
り
そ
う

で
す

。
　

嬉

八

言

催
し
物

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

８
月
9
4一
日
㈲

、９
月
1
9囗

奕
各

午
後

６
時

～
９

時

会

場

市
民
劇

場

内

容

カ
ラ

オ
ヶ

発
表

曹
用

人
場

無
料

圃

健

康

カ
ラ

オ
ヶ
普
及

会

・
冨
永

登

錮
／
りａ
β０
り乙
９
り
番

新

舞

踊

民

舞

講

習

会

８
月
2
0
囗
水

午
後

７
時
～

９
時

会
場
明

市

民
セ

ン
タ

ー
　

内

容
舞
踊

練

習
（
初

心
者

歓
迎
）
　
持
ち
物
（

ン

カ
チ

一
枚
　

呰
用

五
百

円

筒

邦
舞

の
会

・
藤
間

登
3
4
2・
2
1
7

1
番

ス

ト

レ

ス

講

演

会

８
月
2
0
日

水
午
後

１
時
3
0
分

～
２

時
3
0
分

会
場

ボ

ッ
ク
ス
ヒ

ル
ハ

階

ク
リ

ス
タ
ル

ホ
ー

ル
　

内

容
心
と
体

の
こ
わ

ば
り
を

な
く

す
方

法
　

費
用

無

料

筒

松

尸
バ
ラ

ン
ス

・
竹
野

登
3
6
8
・
7

1
1
5

番

東

葛

混

声

合

唱

団

毎

月
第

∇

三
ほ

か

一
回
土
曜

日

（
月

三

回

）
午

後

６

時

～
９

時
　

会

場

市
民
会

館

ほ
か
　

巷
爾
肖
二

千

五

百
円

（
入

会
金

千
円

）

※
現
在

カ
ル
ミ

ナ

ー
ブ

ラ
ー
ナ

を
練

習

中

圜

小

林

昔

捌
・
7
6
2
1

番

舞

フ

ラ

イ

デ

ー
（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週
金

曜
日

午
後

７
時

～
９

時

会
場

明
市

民
セ

ン

タ
ー

・
稔

台
市
民

セ

ン

タ
ー
　

対

象

多
少

経
験

の
あ

る

人
　

呰
畠
肖

三
千

円
（
入

会
金
千

円

）

鬩

玉

永

昔
3
6
3・
0
0
2
8

番

９ 月 定 例 市 議 会 開 催 予 定

平 成9年 松戸 市議 会9 月定 例会 は 、9 月5日(金)から

25 日沐)まで開催 される予 定 です。

請 願 ・陳|青は、8 月27 日(水)午 後5 時 までに 提出 し

てく だ さい 。

※傍聴 さ れる 際 は、 日程 をあ らか じめ確 認 して く

ださい。

開 催 日 程

市民大学講座「現代課題としての人権問題」

人権の世紀＝21 世紀へ向けて ーなお残る偏見と差別を克服するためにー

期 日 会議予定 主な内容

9/5窗 招集日・本会議 議案説明

朗)

9(火)

10《瀕

１悃

本会議 一般質問

12窗

16囚
常任委員会 議案等の審査

17困

18困

19 銜

22(月)

決算審査

特別委員会

平成8年度吝会計

決算認定審査

25困 本会議 議案等の議決

卜 第１講 第2 講 第3 講 第4 講

期日 9/6㈹ 9/13圉 9/20(二0 9/27C士)

時間 午後2時～3時30分

テーマ 部落差別の現状と課題 子どもの人権を考える 男女共同参画社会とは エイズと人権侵害

内

容

歴史の中でつ＜リださ

れた、いかれなき差別に

より、いまだに苦しんで

いる人々がいます。解決

への課題は…　　　、

世紀末の不安定な時代、

子どもたちの世界も蝕ま

れているようです。いま

改めて子どもの人権を考

えます。

21世紀を切り開く鍵で

ある男女共同参画。社会

制度や慣行を見直し、真

の男女平等を推進するた

めに。

治療が難しいだけでな

＜、誤解や偏見による患

者の社会的被害が深刻な

エイズ患者を支える社会

とは‥･

講

師

千葉県人権啓発センター
鎌田行平氏

弁護士
川村幸信氏

千葉大学教育学部教授
佐藤和夫氏

川Vと人権･情報センター
平松　茂氏

会場市民会館 定員40人 費用無料

匣８月22日(金)〔必着〕までに、往復ハガキに住所･ 氏名・年齢・性別・電話番号を

記入して、〒271松戸市上矢切299の1松戸市総合福祉会館内矢切公民館市民大学

係(0368 番)へ( 月曜休館)

※応募多数の場合は抽選、定員に満たないときは23日出から電話で受け付けます。
醫市議会事務局議事課

本庁・矢切・
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